
表1 判定別実施状況

異常認めず 要指導 要精検

同一年齢平均骨量 90％以上 80％～89％ 80％未満

受診者数

1年生 男

女

計

37

30

67

35

28

63

(94.6)

(93.3)

(94.0)

2

2

4

(5.4)

(6.7)

(6.0)

0

0

0

(0.0)

(0.0)

(0.0)

異常認めず(％) 要 指 導(％) 要 精 検(％)

受 診 者 数

要 精 検 率 （％）

161

0.0

67

0.0

83

0.0

82

0.0

67

0.0

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

　定量的超音波測定法（QUS）により踵骨を測定した。

　中学校の生徒
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表1 判定内訳

受診者数 異常認めず(％) 精 検 不 要(％) 要 精 検(％)

受 診 者 数

要 精 検 率 （％）

16,499

0.1

15,921

0.2

14,982

0.3

14,644

0.2

14,383

0.2

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

　高等学校及び高等専門学校の第1学年、各種学校

　胸部エックス線デジタル撮影による背腹1方向撮影

　呼吸器の専門医が読影を行い判定した。
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高 等 学 校

特別支援学校

そ　の　他

総       数

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

6,755

6,736

13,491

236

108

344

112

436

548

7,103

7,280

14,383

6,686

6,628

13,314

225

99

324

109

427

536

7,020

7,154

14,174

(99.0)

(98.4)

(98.7)

(95.3)

(91.7)

(94.2)

(97.3)

(97.9)

(97.8)

(98.8)

(98.3)

(98.5)

48

103

151

10

7

17

2

6

8

60

116

176

(0.7)

(1.5)

(1.1)

(4.2)

(6.5)

(4.9)

(1.8)

(1.4)

(1.5)

(0.8)

(1.6)

(1.2)

21

5

26

1

2

3

1

3

4

23

10

33

(0.3)

(0.1)

(0.2)

(0.4)

(1.9)

(0.9)

(0.9)

(0.7)

(0.7)

(0.3)

(0.1)

(0.2)
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